
【スカンジナビスク・ヘムスロイド社のジュニパー素材について】 

 

●ジュニパーの木 

   

スウェーデン語で ENE（エネ）と呼ばれるジュニパーの木は、北欧の森に広く生息する、とても身近な木です。細

めの枝がたくさん出て、あまり背が高くならず、高くても 2-3ｍほどです。丈夫で天然の状態でも木色が白っ

ぽく美しい事から、古くから工芸品や生活用品として用いられてきました。 

 

●ジュニパーの実 

 

また、ENE/ジュニパーの実は、乾燥させて細かく砕いたものをスパイスとして肉料理のソースなどの味付け

にも使われることがあります。初めは緑色で熟すと紫っぽい色となり、大きさや色は野生のブルーベリーの

ように見えますが、そのまま食べると固く、苦みが強いため、スパイスとして調味料に用いられます。 

 

●木目の特徴 

スカンジナビスクヘムスロイド社のジュニパー素材の製品では、木目の一部が

グレーっぽい色になっているものが見られます。この色は、天然ジュニパーの

木の木目の特徴で、カビなどの不良状態ではありません。 

木材を漂白せずに天然のまま製品にする場合の特徴となりますので、ご了承く

ださい。 


